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は
じ
め
に

　日
本
で
は
︑
江
戸
時
代
か
ら
木
内
石
亭
が
著
し
た
雲
根
誌
に
代
表
さ
れ
る

﹁
奇
石
﹂
趣
味
が
存
在
し
︑
民
間
に
も
広
く
浸
透
し
た（

1
）

︒
そ
し
て
奇
石
趣
味
と

は
︑
特
徴
的
な
形
態
や
性
質
を
有
す
る
石
に
つ
い
て
の
興
味
の
総
称
と
い
え
︑

鉱
山
開
発
な
ど
冶
金
へ
の
応
用
を
は
か
る
物
産
学
や
本
草
学
と
し
て
の
化
石
・

鉱
物
研
究
だ
け
で
な
く
︑﹁
芥
子
園
画
伝
﹂
や
﹁
八
種
画
譜
﹂
に
代
表
さ
れ
る

中
国
文
人
画
の
絵
手
本
中
に
示
さ
れ
る
石
譜
の
よ
う
な
絵
画
の
表
現
技
法
︑
石

の
形
に
山
水
を
み
る
盆
石
趣
味
︑
医
薬
品
と
し
て
化
石
・
鉱
物
を
み
る
石
薬

な
ど
を
も
含
む
︑
多
岐
に
わ
た
る
分
野
が
融
合
し
た
も
の
で
あ
り
︑
奇
石
趣

味
に
携
わ
っ
た
代
表
的
な
人
物
と
し
て
︑
木
内
石
亭
（
一
七
二
五
～
一
八
〇
八
）︑

木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
六
～
一
八
〇
二
）
お
よ
び
平
賀
源
内
（
一
七
二
八
～

一
七
八
〇
）
が
挙
げ
ら
れ
る（

2
）

︒

　明
治
初
期
に
は
︑
い
わ
ゆ
る
〝
お
雇
い
外
国
人
〟
で
あ
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・

エ
ド
ム
ン
ト
・
ナ
ウ
マ
ン
（
一
八
五
四
～
一
九
二
七
︑
東
京
帝
国
大
学
教
授
）
や

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
～
一
八
六
六
）

の
弟
子
で
も
あ
る
伊
藤
圭
介
（
一
八
〇
三
～
一
九
〇
三
︑
東
京
帝
国
大
学
教
授
）

を
中
心
と
し
て
西
洋
地
質
学
の
導
入
が
行
わ
れ
︑
職
業
研
究
者
た
ち
に
よ
る

地
質
研
究
が
台
頭
す
る（

3
）

︒
そ
の
結
果
︑
石
の
有
す
る
地
質
・
古
生
物
・
鉱
物

学
的
な
側
面
の
み
が
研
究
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
︑
奇
石
趣
味
は
民
間

人
の
知
的
娯
楽
の
対
象
と
し
て
職
業
研
究
者
が
進
め
る
基
礎
研
究
と
は
別
の

日
本
の
地
質
学
黎
明
期
に
お
け
る
歴
史
的
地
質
資
料

―
―
梅
谷
亨
化
石
標
本
群
（
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
蔵
）
に
つ
い
て
の
考
察
―
―

伊
藤
謙
・
宇
都
宮
聡
・
小
原
正
顕
・
塚
腰
実
・
渡
辺
克
典
・
福
田
舞
子

廣
川
和
花
・
髙
橋
京
子
・
上
田
貴
洋
・
橋
爪
節
也
・
江
口
太
郎

　
　
　

研
究
資
料
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郡
大
久
保
村
大
久
保
町
に
て
出
生
し
︑
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
八

日
に
没
す
る
ま
で
の
足
跡
が
戸
籍
な
ど
の
記
録
と
と
も
に
明
確
に
残
っ
て
い

る
︒
民
間
で
蒐
集
さ
れ
た
地
学
標
本
の
場
合
︑
蒐
集
者
に
関
す
る
情
報
が
不

明
確
で
あ
る
こ
と
も
多
く
︑
そ
れ
が
史
料
的
価
値
を
下
げ
る
一
因
と
な
っ
て

い
る
が
︑
本
標
本
群
は
蒐
集
者
の
背
景
が
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
例
と
い
え

よ
う
︒

二

　梅
谷
亨
化
石
標
本
群
の
詳
細

　本
標
本
群
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
︑
貝
類
化
石
六
点
︑
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
類

化
石
一
点
︑
被
子
植
物
化
石
二
点
の
︑
合
計
九
点
が
見
出
さ
れ
た
（
図
1
︑

表
1
）︒
標
本
番
号
は
︑
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
の
も
の
で
あ
る
︒

図 1　梅谷亨地学資料の全容
（岩石、鉱物、化石からなる。標本の表面には、墨で採集地名が直接記入されており、一部の標本
には採集年月日も記入されている）

図 2　‌‌梅谷亨氏の地学資料蒐集当時の
写真

（前列右の人物、旧制兵庫県立洲本中学校在
学中である明治 38 年〔1905〕2 月に撮影、
大阪大学適塾記念センター所蔵〔梅谷進氏
寄贈〕）
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形
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る（

4
）

︒

　そ
し
て
︑
日
本
の
近
代
地
質
学
の
黎
明
期
を
迎
え
︑
横
山
又
次
郎

（
一
八
六
〇
～
一
九
四
二
：
東
京
帝
国
大
学
教
授
）
や
矢
部
長
克
（
一
八
七
八
～

一
九
六
九
：
東
北
帝
国
大
学
初
代
地
学
教
室
教
授
）
に
代
表
さ
れ
る
日
本
人
古
生

物
学
者
に
よ
り
︑
国
内
で
産
出
す
る
化
石
の
研
究
が
開
始
さ
れ
た（

5
）

︒
こ
れ
ら

の
研
究
の
中
で
は
︑
古
生
代
か
ら
新
生
代
に
い
た
る
ま
で
︑
新
種
を
含
め
多

く
の
種
が
記
載
さ
れ
︑
同
時
に
化
石
の
産
出
地
も
記
載
さ
れ
て
い
っ
た
︒

　特
に
矢
部
は
︑
一
九
〇
六
年
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
を
修
了
す
る
ま
で

の
間
に
︑
当
時
の
日
本
国
内
か
ら
産
出
し
た
白
亜
系
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石
に

関
す
る
論
文
を
著
し
て
い
る（

6
）

︒
そ
の
中
で
も
︑
兵
庫
県
淡
路
島
の
上
部
白
亜

系
か
ら
発
見
し
︑
新
属
・
新
種
と
し
て
彼
が
記
載
し
た
Ｓ
字
型
の
殻
を
持
つ

異
常
巻
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
一
種
︑
プ
ラ
ビ
ト
セ
ラ
ス
（Pravitoceras sigm

oidale  

Yabe, 1902

）︑
お
よ
び
北
海
道
の
上
部
白
亜
系
か
ら
発
見
し
︑
や
は
り
新
属
・

新
種
と
し
て
記
載
し
た
︑
一
見
不
規
則
に
み
え
る
殻
を
持
つ
異
常
巻
ア
ン
モ

ナ
イ
ト
の
一
種
︑
ニ
ッ
ポ
ニ
テ
ス
（N

ipponites m
irabilis  Yabe, 1904

）
は
︑
特

に
著
名
で
あ
る（

7
）

︒
こ
れ
ら
矢
部
の
論
文
に
よ
り
︑
日
本
の
上
部
白
亜
系
か
ら

多
種
多
様
な
異
常
巻
き
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
化
石
が
豊
富
に
産
出
す
る
こ
と
が
︑

国
際
的
に
認
知
さ
れ
て
い
っ
た（

8
）

︒
そ
し
て
︑
こ
れ
ら
異
常
巻
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

へ
の
関
心
が
当
時
︑
民
間
の
教
養
人
の
間
で
も
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
︒

　こ
の
時
期
以
降
︑
現
在
に
い
た
る
ま
で
︑
職
業
研
究
者
に
よ
っ
て
打
ち
立

て
ら
れ
て
き
た
日
本
の
地
質
学
・
古
生
物
学
史
に
つ
い
て
は
︑
比
較
的
多
く

の
資
料
が
編
纂
さ
れ
︑
現
在
そ
れ
ら
を
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

9
）

︒
し
か
し
︑

明
治
期
に
お
い
て
︑
一
般
市
民
に
地
質
学
や
古
生
物
学
の
知
識
が
ど
の
程
度

普
及
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
史
学
的
考
察
は
ほ
ぼ
皆
無
で
あ
り
︑
検
討
の

余
地
は
大
き
い
︒

　
調
査
結
果

一

　資
料
の
背
景

　本
標
本
群
は
︑
梅
谷
亨
（
一
八
八
八
～
一
九
四
六
）
が
蒐
集
し
た
も
の
と
し

て
梅
谷
家
に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
る
（
図
1
︑
図
2
）︒
こ
れ
ら
す
べ
て

が
二
〇
一
二
年
五
月
に
︑
二
一
一
四
点
に
の
ぼ
る
文
書
や
医
薬
史
学
資
料
と

と
も
に
︑
子
孫
で
あ
る
梅
谷
進
氏
よ
り
︑
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
に

寄
贈
さ
れ
た（

10
）

︒

　梅
谷
家
は
︑
緒
方
洪
庵
（
一
八
一
〇
～
一
八
六
三
）
の
開
い
た
私
塾
で
あ
る

適
塾
で
学
ん
だ
梅
谷
慊
堂
（
一
八
二
六
～
一
八
七
四
）
を
輩
出
し
た
兵
庫
県
明

石
市
の
医
家
の
家
系
で
あ
る
︒
梅
谷
亨
は
︑
梅
谷
慊
堂
の
兄
で
あ
る
梅
谷
佐

門
（
一
八
二
四
～
一
八
八
三
）
の
孫
に
あ
た
り
︑
地
域
に
根
ざ
し
た
医
師
と
し

て
活
躍
し
た
︒
幼
少
時
か
ら
様
々
な
分
野
に
興
味
を
持
ち
︑
医
業
の
傍
ら
地

域
の
知
識
人
と
し
て
も
著
名
で
︑
地
学
標
本
採
集
を
も
行
っ
た
と
の
伝
聞
が

あ
る
︒
梅
谷
亨
は
︑
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
七
月
二
日
︑
兵
庫
県
明
石
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郡
大
久
保
村
大
久
保
町
に
て
出
生
し
︑
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
二
月
八

日
に
没
す
る
ま
で
の
足
跡
が
戸
籍
な
ど
の
記
録
と
と
も
に
明
確
に
残
っ
て
い

る
︒
民
間
で
蒐
集
さ
れ
た
地
学
標
本
の
場
合
︑
蒐
集
者
に
関
す
る
情
報
が
不

明
確
で
あ
る
こ
と
も
多
く
︑
そ
れ
が
史
料
的
価
値
を
下
げ
る
一
因
と
な
っ
て

い
る
が
︑
本
標
本
群
は
蒐
集
者
の
背
景
が
残
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
例
と
い
え

よ
う
︒

二

　梅
谷
亨
化
石
標
本
群
の
詳
細

　本
標
本
群
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
︑
貝
類
化
石
六
点
︑
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
類

化
石
一
点
︑
被
子
植
物
化
石
二
点
の
︑
合
計
九
点
が
見
出
さ
れ
た
（
図
1
︑

表
1
）︒
標
本
番
号
は
︑
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
の
も
の
で
あ
る
︒

図 1　梅谷亨地学資料の全容
（岩石、鉱物、化石からなる。標本の表面には、墨で採集地名が直接記入されており、一部の標本
には採集年月日も記入されている）

図 2　‌‌梅谷亨氏の地学資料蒐集当時の
写真

（前列右の人物、旧制兵庫県立洲本中学校在
学中である明治 38 年〔1905〕2 月に撮影、
大阪大学適塾記念センター所蔵〔梅谷進氏
寄贈〕）
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　内
型
印
象
化
石
で
二
つ
に

割
れ
て
い
る
︒
殻
の
外
径
は

卵
円
形
で
膨
ら
み
は
弱
い
︒

殻
頂
は
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
︒

こ
の
標
本
の
裏
面
に
は
︑

﹁
明
治
〇
〇

　美
里
﹂
の
記

載
が
み
ら
れ
︑
明
治
期
に
現

在
の
三
重
県
津
市
美
里
町
に

て
採
集
さ
れ
た
標
本
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
地
は
︑

古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
化
石

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
︑
木

内
石
亭
著
﹃
雲
根
誌
﹄
に
も

産
地
の
記
載
が
あ
る（

12
）

︒
中
新

統
︑
一
志
層
群
か
ら
産
出
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
一

志
層
群
か
ら
はM

acom
a

属

の
貝
化
石
が
多
産
し（

13
）

︑
本
標

本
も
そ
れ
ら
に
よ
く
似
る
︒

し
か
し
︑
保
存
状
態
が
悪
い

た
め
に
確
実
に
本
属
に
属
す

る
か
の
判
断
は
で
き
な
い
︒

（
ⅲ
）  

エ
ゾ
タ
マ
キ
ガ
イ

　

G
lycym

eris yessoensis

（Sow
erby, 1889

）（
図
3
ⅲ

a
お
よ
び
b
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
武
蔵
国
龍
野
川
ニ
テ
採
集
ス
﹂

　標
本
数

　三
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

4
︑
₆₂₄
︱

5
︑
₆₂₄
︱

6

　殻
は
厚
質
で
類
円
形
︑
殻
頂
は
中
央
に
あ
る
︒
殻
表
面
は
明
瞭
な
放
射
肋

で
覆
わ
れ
て
お
り
︑
同
心
円
肋
も
認
め
ら
れ
る
︒
殻
頂
内
面
に
は
湾
曲
し
た

歯
板
が
あ
り
︑
そ
の
上
に
多
数
の
小
歯
が
並
ぶ
︒
腹
縁
の
内
面
に
は
刻
み
模

様
が
あ
り
︑
靱
帯
面
に
は
明
瞭
な
山
形
の
溝
が
認
め
ら
れ
る
︒
以
上
の
特
徴

か
ら
本
種
に
同
定
で
き
る
︒
標
本
に
は
︑
直
接
墨
字
で
産
地
名
が
書
か
れ
て

い
る
︒
武
蔵
国
龍
野
川
の
﹁
龍
野
川
﹂
と
は
︑﹁
瀧
野
川
﹂
の
書
き
間
違
い
で

あ
り
︑
現
在
の
東
京
都
北
区
付
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
上
総
層
群
な
ど

更
新
統
の
海
成
層
か
ら
産
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

14
）

︒

（
二
）
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
類
化
石
（
図
4 

a
お
よ
び
b
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
淡
路
三
原
郡
湊
村
デ
採
集
ス
﹂

　標
本
数

　一
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

7

　標
本
は
幅
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
断
片
で
あ
る
︒
化
石
の
破
断
面
に

﹁
淡
路
三
原
郡
湊
村
デ
採
集
ス
﹂
と
記
入
さ
れ
（
図
4 

b
）︑
現
在
の
兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
湊
（
兵
庫
県
淡
路
島
南
西
部
）
付
近
で
採
集
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

5 cm 5 cm 5 cm

ⅰ ⅰⅰ ⅰⅰⅰ
a

b

a

b

a

b

図 3　梅谷亨化石標本群中の貝類化石
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（
一
）
貝
類
化
石

　貝
類
化
石
に
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
産
出
地
の
異
な
る
三
種
類
の
二
枚
貝
類
が
見

出
さ
れ
た
（
図
3
ⅰ
～
ⅲ
）︒

（
ⅰ
）  

カ
ガ
ミ
ガ
イ
亜
科
の
一
種

　

D
osiniinae genus and species indet.

（
図

3
ⅰ
a
お
よ
び
b
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
美
濃
ニ
テ
採
集
ス
﹂

　標
本
数

　二
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

1
︑
₆₂₄
︱

2

　合
弁
個
体
の
殻
が
溶
脱
し
た
内
型
印
象
化
石
で
あ
る
が
︑
類
円
形
で
膨
ら

み
の
弱
い
殻
を
持
つ
こ
と
︑
殻
頂
が
中
央
に
あ
り
後
背
縁
が
直
線
的
で
あ
る

こ
と
︑
前
背
縁
に
小
月
面
が
存
在
す
る
こ
と
︑
な
ど
の
特
徴
か
ら
本
亜
科
の

一
種
と
同
定
で
き
る
︒
化
石
の
表
面
に
﹁
明
治
三
十
八
年
美
濃
ニ
テ
採
集
ス
﹂

と
墨
字
で
記
入
さ
れ
て
い
る
︒
現
在
の
岐
阜
県
下
で
︑
瑞
浪
層
群
や
岩
村
層

群
な
ど
の
︑
中
新
統
の
海
成
層
が
分
布
す
る
地
域
か
ら
産
出
し
た
と
考
え
ら

れ
る（

11
）

︒瑞
浪
層
群
及
び
岩
村
層
群
か
ら
多
産
す
るPhacosom

a nom
urai （O

tuka, 

1934

）
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
︑
保
存
状
態
が
悪
く
︑
殻
表
面
の
装
飾
も

確
認
で
き
な
い
の
で
︑
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
の
同
定
は
控
え
る
こ
と
と
す
る
︒

（
ⅱ
）
シ
ラ
ト
リ
ガ
イ
属
？
の
一
種

　

M
acom

a? sp.

（
図
3
ⅱ
a
お
よ
び
b
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述

　﹁美
里
﹂

　標
本
数

　一
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

3

表 1　梅谷亨地学資料の中の化石標本群

Specimen Geological age Fossil locality Number of fossils

Dosiniinae genus and species indet.

カガミガイ亜科の一種
新生代新第三紀
中新世

岐阜県瑞浪市 2

Glycymeris yessoensis (Sowerby, 1889)

エゾタマキガイ
新生代第四紀
更新世

東京都北区 3

Macoma ? sp.

シラトリガイ属？の一種
新生代新第三紀
中新世

三重県津市美里町 1

Pravitoceras sigmoidale Yabe, 1902?

アンモナイト類
（プラビトセラス？）

中生代白亜紀後期
カンパニアン

兵庫県南あわじ市湊 1

Angiosperm, family and genus indet.

被子植物の一種
新生代新第三紀
鮮新世

兵庫県南あわじ市 2
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　内
型
印
象
化
石
で
二
つ
に

割
れ
て
い
る
︒
殻
の
外
径
は

卵
円
形
で
膨
ら
み
は
弱
い
︒

殻
頂
は
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
︒

こ
の
標
本
の
裏
面
に
は
︑

﹁
明
治
〇
〇

　美
里
﹂
の
記

載
が
み
ら
れ
︑
明
治
期
に
現

在
の
三
重
県
津
市
美
里
町
に

て
採
集
さ
れ
た
標
本
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
︒
こ
の
地
は
︑

古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
化
石

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
︑
木

内
石
亭
著
﹃
雲
根
誌
﹄
に
も

産
地
の
記
載
が
あ
る（

12
）

︒
中
新

統
︑
一
志
層
群
か
ら
産
出
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒
一

志
層
群
か
ら
はM

acom
a

属

の
貝
化
石
が
多
産
し（

13
）

︑
本
標

本
も
そ
れ
ら
に
よ
く
似
る
︒

し
か
し
︑
保
存
状
態
が
悪
い

た
め
に
確
実
に
本
属
に
属
す

る
か
の
判
断
は
で
き
な
い
︒

（
ⅲ
）  

エ
ゾ
タ
マ
キ
ガ
イ

　

G
lycym

eris yessoensis

（Sow
erby, 1889

）（
図
3
ⅲ

a
お
よ
び
b
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
武
蔵
国
龍
野
川
ニ
テ
採
集
ス
﹂

　標
本
数

　三
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

4
︑
₆₂₄
︱

5
︑
₆₂₄
︱

6

　殻
は
厚
質
で
類
円
形
︑
殻
頂
は
中
央
に
あ
る
︒
殻
表
面
は
明
瞭
な
放
射
肋

で
覆
わ
れ
て
お
り
︑
同
心
円
肋
も
認
め
ら
れ
る
︒
殻
頂
内
面
に
は
湾
曲
し
た

歯
板
が
あ
り
︑
そ
の
上
に
多
数
の
小
歯
が
並
ぶ
︒
腹
縁
の
内
面
に
は
刻
み
模

様
が
あ
り
︑
靱
帯
面
に
は
明
瞭
な
山
形
の
溝
が
認
め
ら
れ
る
︒
以
上
の
特
徴

か
ら
本
種
に
同
定
で
き
る
︒
標
本
に
は
︑
直
接
墨
字
で
産
地
名
が
書
か
れ
て

い
る
︒
武
蔵
国
龍
野
川
の
﹁
龍
野
川
﹂
と
は
︑﹁
瀧
野
川
﹂
の
書
き
間
違
い
で

あ
り
︑
現
在
の
東
京
都
北
区
付
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
上
総
層
群
な
ど

更
新
統
の
海
成
層
か
ら
産
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（

14
）

︒

（
二
）
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
類
化
石
（
図
4 

a
お
よ
び
b
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
淡
路
三
原
郡
湊
村
デ
採
集
ス
﹂

　標
本
数

　一
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

7

　標
本
は
幅
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
断
片
で
あ
る
︒
化
石
の
破
断
面
に

﹁
淡
路
三
原
郡
湊
村
デ
採
集
ス
﹂
と
記
入
さ
れ
（
図
4 

b
）︑
現
在
の
兵
庫
県

南
あ
わ
じ
市
湊
（
兵
庫
県
淡
路
島
南
西
部
）
付
近
で
採
集
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

5 cm 5 cm 5 cm

ⅰ ⅰⅰ ⅰⅰⅰ
a

b

a

b

a

b

図 3　梅谷亨化石標本群中の貝類化石
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石
と
考
え
ら
れ
る
︒

　図
5
ⅰ
の
標
本
に
つ
い
て

は
︑
部
分
化
石
で
︑
葉
化
石

と
し
て
残
っ
て
い
る
部
分
は

長
さ
五
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
︑

幅
二
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
︒
部
分
で
あ
る
た
め
︑

単
葉
か
小
葉
︑
掌
状
葉
の
一

部
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
定

で
き
な
い
︒
中
央
の
葉
脈
か

ら
左
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
︒

中
央
の
葉
脈
か
ら
︑
約
五
十

度
で
細
い
脈
が
分
岐
す
る
︒

細
い
葉
脈
は
︑
葉
縁
で
分
岐

し
鋸
歯
に
入
る
︒
鋸
歯
は
単

鋸
歯
で
あ
る
︒
葉
脈
は
凹
形

に
岩
石
に
刻
印
さ
れ
て
い
る

の
で
︑
裏
面
の
印
象
化
石
で

あ
る
︒
分
類
群
は
被
子
植
物

と
し
か
わ
か
ら
な
い
︒

　図
5
ⅱ
の
標
本
に
つ
い
て

産
地
記
述
は
な
い
が
︑
図
5 

a
と
岩
相
は
同
じ
な
の
で
︑
同
一
産
地
と
推
定

さ
れ
る
︒
本
標
本
は
部
分
化
石
で
︑
残
っ
て
い
る
片
面
部
分
は
長
さ
三
十
二

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
︑
幅
二
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
︑
右
側
の
葉
縁
が
裏
側
へ
巻

き
込
ん
で
い
る
︒
部
分
で
あ
る
た
め
︑
単
葉
か
小
葉
︑
掌
状
葉
の
一
部
か
ど

う
か
に
つ
い
て
判
定
で
き
な
い
︒
中
央
の
葉
脈
か
ら
︑
約
五
十
～
五
十
五
度

で
細
い
脈
が
分
岐
す
る
︒
こ
の
分
岐
し
た
葉
脈
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
︑
さ
ら
に

細
い
オ
ー
ダ
ー
の
葉
脈
が
発
達
し
て
い
る
︒
葉
縁
は
不
明
で
あ
る
︒
葉
脈
は

凸
形
で
あ
る
の
で
︑
葉
の
表
面
の
印
象
化
石
で
あ
り
︑
一
部
に
炭
質
物
（
植

物
体
）
が
残
存
し
て
い
る
︒
分
類
群
は
被
子
植
物
と
し
か
わ
か
ら
な
い
︒

　
議
論

　本
研
究
で
扱
っ
た
梅
谷
亨
化
石
標
本
群
は
︑
そ
の
す
べ
て
に
同
一
人
物
の

筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
墨
字
の
記
入
が
確
認
で
き
る
︒
そ
れ
ら
の
末
尾
に
は

﹁
採
取
ス
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
蒐
集
者
本
人
が
採
集
し
た
標
本
で

あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
︒
一
般
的
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
は
譲

渡
︑
交
換
︑
購
入
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
当
標
本
群
は
こ

の
記
入
情
報
か
ら
推
測
し
て
︑
梅
谷
亨
自
身
が
蒐
集
し
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
る
︒

　梅
谷
亨
化
石
標
本
群
の
う
ち
︑
カ
ガ
ミ
ガ
イ
亜
科
の
一
種
に
は
︑
化
石
の

表
面
に
直
接
墨
字
で
﹁
明
治
三
十
八
年
﹂
と
明
確
に
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る

1 cm

ⅱⅰ

a b

図 5　梅谷亨化石標本群中の植物化石
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て
い
る
︒
殻
の
表
面
に
は
直
線
的
な
肋
が
発
達
し
︑
そ
れ
ら
の
う
ち
背
面
側

の
肋
に
は
棘
の
基
部
と
思
わ
れ
る
緩
い
隆
起
も
観
察
で
き
る
︒
ま
た
腹
面
側

に
は
︑
内
部
螺
環
が
印
象
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
︒
断
面
は
楕
円
形
を
示
す
︒

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
本
標
本
は
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

部
位
は
︑
内
部
に
隔
壁
を
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
住
房
の
一
部
と
考
え
ら

れ
る
︒
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
湊
か
ら
は
︑
白
亜
紀
後
期
カ
ン
パ
ニ
ア
ン
の
Ｓ

字
型
の
殻
を
持
つ
異
状
巻
き
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
︑プ
ラ
ビ
ト
セ
ラ
ス
（Pravitoceras 

sigm
oidale  Yabe, 1902

）
が
多
産
す
る（

15
）

︒
前
記
に
示
し
た
本
標
本
の
サ
イ
ズ
お

よ
び
形
態
的
な
特
徴
は
︑
プ
ラ
ビ
ト
セ
ラ
ス
の
住
房
部
の
特
徴
と
よ
く
一
致

す
る
こ
と
か
ら
︑
本
種
の
住
房
部
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒

（
三
）
植
物
化
石

　

A
ngiosperm

, fam
ily and genus indet.

（
図
5
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
）

　収
集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
淡
路
三
原
郡
〇
〇
村
デ
採
集
﹂

　標
本
数

　二
点
／
標
本
番
号
₆₂₄
︱

8
︑
₆₂₄
︱

9

　植
物
の
化
石
は
︑
二
点
が
確
認
さ
れ
た
（
表
1
︑
図
5
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
）︒
蒐

集
者
に
よ
る
産
地
記
述
﹁
三
原
郡

　村
○
採
取
○
﹂
と
あ
る
（
図
5
ⅰ
b
）︒

村
の
上
の
部
分
に
は
文
字
の
痕
跡
が
な
く
︑
ま
た
︑
そ
の
部
分
が
欠
け
た
と

も
思
え
な
い
︒
現
在
の
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
付
近
で
採
集
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
岩
相
は
︑
灰
白
色
の
凝
灰
岩
で
あ
り
︑
固
結
度
か
ら
考
え
て
︑
大
阪

層
群
の
火
山
灰
層
と
推
定
で
き
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
大
阪
層
群
産
の
植
物
化

1 cm

a b

図 4　梅谷亨化石標本群中のアンモナイト類
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石
と
考
え
ら
れ
る
︒

　図
5
ⅰ
の
標
本
に
つ
い
て

は
︑
部
分
化
石
で
︑
葉
化
石

と
し
て
残
っ
て
い
る
部
分
は

長
さ
五
十
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
︑

幅
二
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
︒
部
分
で
あ
る
た
め
︑

単
葉
か
小
葉
︑
掌
状
葉
の
一

部
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
定

で
き
な
い
︒
中
央
の
葉
脈
か

ら
左
の
部
分
が
残
っ
て
い
る
︒

中
央
の
葉
脈
か
ら
︑
約
五
十

度
で
細
い
脈
が
分
岐
す
る
︒

細
い
葉
脈
は
︑
葉
縁
で
分
岐

し
鋸
歯
に
入
る
︒
鋸
歯
は
単

鋸
歯
で
あ
る
︒
葉
脈
は
凹
形

に
岩
石
に
刻
印
さ
れ
て
い
る

の
で
︑
裏
面
の
印
象
化
石
で

あ
る
︒
分
類
群
は
被
子
植
物

と
し
か
わ
か
ら
な
い
︒

　図
5
ⅱ
の
標
本
に
つ
い
て

産
地
記
述
は
な
い
が
︑
図
5 

a
と
岩
相
は
同
じ
な
の
で
︑
同
一
産
地
と
推
定

さ
れ
る
︒
本
標
本
は
部
分
化
石
で
︑
残
っ
て
い
る
片
面
部
分
は
長
さ
三
十
二

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
︑
幅
二
十
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
︑
右
側
の
葉
縁
が
裏
側
へ
巻

き
込
ん
で
い
る
︒
部
分
で
あ
る
た
め
︑
単
葉
か
小
葉
︑
掌
状
葉
の
一
部
か
ど

う
か
に
つ
い
て
判
定
で
き
な
い
︒
中
央
の
葉
脈
か
ら
︑
約
五
十
～
五
十
五
度

で
細
い
脈
が
分
岐
す
る
︒
こ
の
分
岐
し
た
葉
脈
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
︑
さ
ら
に

細
い
オ
ー
ダ
ー
の
葉
脈
が
発
達
し
て
い
る
︒
葉
縁
は
不
明
で
あ
る
︒
葉
脈
は

凸
形
で
あ
る
の
で
︑
葉
の
表
面
の
印
象
化
石
で
あ
り
︑
一
部
に
炭
質
物
（
植

物
体
）
が
残
存
し
て
い
る
︒
分
類
群
は
被
子
植
物
と
し
か
わ
か
ら
な
い
︒

　
議
論

　本
研
究
で
扱
っ
た
梅
谷
亨
化
石
標
本
群
は
︑
そ
の
す
べ
て
に
同
一
人
物
の

筆
跡
と
考
え
ら
れ
る
墨
字
の
記
入
が
確
認
で
き
る
︒
そ
れ
ら
の
末
尾
に
は

﹁
採
取
ス
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
蒐
集
者
本
人
が
採
集
し
た
標
本
で

あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
︒
一
般
的
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
に
は
譲

渡
︑
交
換
︑
購
入
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
も
考
え
ら
れ
る
が
︑
当
標
本
群
は
こ

の
記
入
情
報
か
ら
推
測
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a b

図 5　梅谷亨化石標本群中の植物化石
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県
下
に
お
い
て
は
︑
現
瑞
浪
市
域
の
化
石
産
地
を
石
亭
や
平
賀
源
内
が
調
査

し
た
記
録
が
残
っ
て
お
り
︑
近
代
古
生
物
学
導
入
後
は
︑
シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟

子
で
も
あ
る
伊
藤
圭
介
に
よ
っ
て
研
究
さ
れ
た
著
名
な
地
で
あ
る
︒
エ
ゾ
タ

マ
キ
ガ
イ
が
産
出
し
た
東
京
都
北
区
に
つ
い
て
は
︑
同
一
産
地
名
の
も
の
が

大
阪
大
学
総
合
学
術
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旧
制
大
阪
高
等
学
校
標
本

の
中
に
も
複
数
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
明
治
期
に
は
こ
の
周
辺
地
域
が
関

係
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
︑
か
つ
活
発
に
採
集
が
行
わ
れ
て
い
た
化
石
産
地
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒
シ
ラ
ト
リ
ガ
イ
属
？
の
一
種
が
採
集
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
三
重
県
津
市
美
里
町
は
︑
県
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
貝
石
山
が
存
在
し
︑
古
く
は
江
戸
時
代
か
ら
化
石
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
︑

木
内
石
亭
著
﹃
雲
根
誌
﹄
に
も
記
述
が
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
梅
谷
亨
化
石
標

本
は
︑
日
本
の
地
質
学
史
・
古
生
物
学
史
上
重
要
な
化
石
産
地
と
し
て
知
ら

れ
る
地
域
由
来
の
も
の
を
多
く
含
む
こ
と
が
わ
か
っ
た
︒
化
石
産
地
の
基
礎

的
情
報
を
知
り
得
る
環
境
が
当
時
の
中
等
教
育
課
程
に
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
︒　さ

ら
に
︑
本
標
本
群
中
に
み
ら
れ
た
異
常
巻
き
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
断
片
は

プ
ラ
ビ
ト
セ
ラ
ス
で
あ
る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
︒
こ
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
は
矢

部
長
克
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
︑
日
本
の
み
で
産
出
す
る
種
で
あ
り
︑
梅
谷

が
収
集
し
た
時
点
で
は
和
泉
層
群
（
上
部
白
亜
系
）
分
布
域
以
外
か
ら
の
産
出

例
は
な
か
っ
た
︒
し
か
も
本
標
本
に
記
さ
れ
た
産
地
で
あ
る
兵
庫
県
南
あ
わ

じ
市
湊
が
初
出
の
地
で
あ
る
︒
加
え
て
︑
本
種
が
記
載
さ
れ
た
一
九
〇
二
年

（
明
治
三
十
五
）
と
︑
本
標
本
群
に
記
録
さ
れ
て
い
る
一
九
〇
五
年
（
明
治

三
十
八
）
が
︑
僅
か
三
年
し
か
違
わ
な
い
こ
と
は
大
変
興
味
深
い
︒
中
等
教

育
課
程
に
あ
っ
た
梅
谷
亨
が
単
独
で
こ
の
よ
う
な
古
生
物
学
の
最
新
情
報
を

得
て
採
集
を
行
っ
た
と
は
考
え
難
く
︑
教
員
や
地
元
の
有
識
者
な
ど
か
ら
情

報
を
得
て
採
集
を
行
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
︒
こ
れ
は
旧
制
中
学
校
関
係

者
を
含
む
︑
当
時
の
民
間
の
知
識
人
が
︑
最
先
端
の
化
石
産
地
情
報
を
も
知

り
得
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
︒

　以
上
を
ま
と
め
れ
ば
︑
採
集
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
梅
谷
亨
は
︑
古
生

物
学
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
興
味
と
関
心
と
熱
意
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
︑
近
代
古
生
物
学
の
専
門
的
な
知
識
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
︑
さ

ら
に
最
新
の
情
報
に
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
恵
ま
れ
た
条
件
の
も
と
で
活
動
し

て
い
た
と
推
測
で
き
る
︒
ま
た
専
門
の
研
究
者
で
は
な
い
︑
一
介
の
旧
制
中

学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
梅
谷
亨
が
︑
現
在
の
よ
う
に
普
及
書
が
流
通
し
て
い

な
い
当
時
の
日
本
に
お
い
て
︑
古
生
物
学
の
最
先
端
と
も
い
え
る
情
報
を
知

り
得
て
い
た
こ
と
は
︑
当
時
の
民
間
人
が
近
代
古
生
物
学
上
著
名
な
産
地
を

知
り
得
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
る
︒
さ
ら
に
民

間
人
の
蒐
集
し
た
地
質
資
料
を
紐
解
く
こ
と
で
︑
当
時
の
日
本
の
民
間
の
知

識
レ
ベ
ル
を
窺
い
知
れ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
︒
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︑
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︑
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︑
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え
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︒

　ま
た
カ
ガ
ミ
ガ
イ
亜
科
の
一
種

が
産
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
岐
阜

1

a

2

34

5

図 6　梅谷亨化石標本群の採集地
（a： 旧制兵庫県立洲本中学校の所在地、1： カガミガイ亜科化石の採集地、2： エゾタマキガイ化石の採集地、3： シラ
トリガイ属化石の採集地、4： アンモナイト類化石の採集地、5： 被子植物化石の採集地）
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結
論

　本
研
究
は
︑
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ
ン
タ
ー
蔵
梅
谷
亨
化
石
標
本
群
に
つ

い
て
︑
古
生
物
学
的
な
専
門
知
識
に
基
づ
い
た
︑
比
較
形
態
学
的
な
化
石
種

の
同
定
と
化
石
産
出
地
の
特
定
と
あ
わ
せ
て
︑
古
生
物
学
の
歴
史
資
料
を
検

索
す
る
史
学
的
検
討
を
加
味
し
た
検
証
を
行
う
こ
と
で
︑
日
本
の
近
代
地
質

学
黎
明
期
に
お
け
る
地
質
学
・
古
生
物
学
の
実
態
の
解
明
な
ら
び
に
民
間
へ

の
浸
透
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
︒

　そ
の
結
果
︑
職
業
研
究
者
で
は
な
い
︑
当
時
の
旧
制
中
学
校
の
生
徒
で

あ
っ
た
梅
谷
亨
が
地
質
学
・
古
生
物
学
的
な
基
礎
知
識
だ
け
で
な
く
︑
当
時

の
古
生
物
学
の
最
先
端
情
報
を
も
知
り
得
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
︒
こ
れ

は
︑
明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
近
代
地
質
学
・
古
生
物
学
黎
明
期
に
お
い
て
︑

こ
の
分
野
に
対
す
る
関
心
や
興
味
が
広
く
民
間
に
も
普
及
し
て
い
た
可
能
性

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
︒

　さ
ら
に
︑
化
石
標
本
を
は
じ
め
と
す
る
地
質
学
・
古
生
物
学
的
資
料
は
︑

耐
久
性
が
他
の
歴
史
資
料
と
比
べ
て
極
め
て
高
く
︑
史
学
的
考
察
が
後
世
で

も
比
較
的
容
易
な
資
料
で
あ
り
︑
当
時
の
研
究
対
象
を
直
接
再
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
手
が
か
り
と
な
り
得
る
︒

　今
後
︑
江
戸
期
の
﹁
奇
石
﹂
資
料
も
含
め
た
︑
地
質
学
・
古
生
物
学
分
野

の
研
究
史
に
お
け
る
博
物
学
的
資
料
を
紐
解
く
こ
と
が
︑
当
時
の
研
究
観
の

詳
細
や
思
想
を
含
め
た
研
究
を
推
し
量
る
︑
ひ
と
つ
の
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
︒
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